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上水

• 施設に供給される上水(当院は都水)はその質が担保されている

• 施設内に供給された上水は、貯水槽や貯湯槽で貯留され、その
後、長い配管で分配、吐水口から排出される

• 施設によって、上水に井戸水を使用しているため自施設で濾
過・消毒を実施している



上水の汚染

• 処理前の水は汚染されている

• 処理後の貯水槽内の水は病原微生物の存在は稀

微生物伝播の原因を貯水槽内に求めるのは他の原因が

否定されてから

• ただし、貯水槽から各フロアに分配される配管と吐水口で微生
物汚染のリスクが増加



Check List for Water Hygiene

• 感染管理の専門知識を有する責任者がいるか

• 水の調達は、公共施設からか、自施設（井戸水 etc.）か

• 自施設の調達では適切な処置をしているか

• 給湯は配管全ての箇所で50-60度か

• 給水は配管全ての箇所で25度以下か

• 温度管理以外に、塩素消毒など化学的消毒は可能か

• 全ての蛇口やシャワーは、週1回、数分間放水しているか

• 全ての蛇口やシャワーは、定期的に清掃しているか

• 配管内のどこかに、停滞する箇所はないか

• 配管内のどこかに、目に見える汚れ、ヌメリ、堆積物はないか

European Technical Guidelineより抜粋・改変



吐水口から出た水の汚染

• 貯水槽／貯湯槽から分配された

-長く複雑な配管

-多数に及ぶ吐水口、シャワー

• 吐水口から出た水が汚染されるリスクは予想以上





腹膜透析患者の腹膜炎





• 病室の水回りの背面

Dr. Hubert L. Holz
MKM Marienhaus Klinikum Mainz





Tap water as a natural vehicle for 
microorganisms shaping the human 
gut microbiome
Environ Microbiol. 2022; 24: 3912–
3923.

PMID:35355372



上水に含まれうる一般細菌

• Pseudomonas aeruginosa

• Pseudomonas spp.

• Stenotorophomonas maltophilia

• ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌

• Serratia spp., Enterobacter spp.等の腸内細菌目細菌

• Staphylococcus spp.等のグラム陽性球菌

• Legionella spp. 

• Mycobacterium spp.

Clin Infect Dis. 2016;62:1423-35.
Environ Microbiol. 2022; 24: 3912–3923.
環境感染誌 Vol.34 no.6, 2019
環境感染誌 Vol.29 no.2, 2014



上水に含まれうる一般細菌の特徴

• 病原性が弱いものが検出されやすい

栄養要求度との関連

一般的な微生物検査室では検出れても同定できないことも

• 病原性が高いものは頻度は低いが検出され得る

特に大切なのはPsedomonas areruginosa

• 水設備にバイオフィルム形成が起こると定着が促進される



Take Home Message

• 貯水槽／貯湯槽よりも上流の上水が汚染されていることは稀

• 配管と吐水口で汚染が発生しえる

• 基本的には病原性の低い微生物が多いが、時に緑膿菌等の病原
性が高いものに汚染されている
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